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夕食を食べない理由 

前問で「必ず食べる」以外を選択された方にお伺いします。お子さんが夜ご飯を食べな

い理由は何ですか。 

大阪市では、「時間がない」が10.5％、「子どもがお腹がすいていないと言う」46.6％、

「用意していない」が2.9％、「食べる習慣がない」が該当なし、「わからない」が

11.8％、「無回答」が28.2％である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困窮度別に見た朝食の頻度 

困窮度が厳しくなるにしたがって「必ず食べる」の割合が低くなる傾向にあり、困窮度Ⅰ

群においては、80.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困窮度別に見たしつけ 

あなたのおうちでは、お子さんに次のことをしていますか。 

困窮度が高くなるにつれ、子どもに対してしていることについて「生活リズム（早寝・早起

き・朝ごはん等）を整える」、「文字や簡単な計算を教える」、「（絵）本を読み聞かせる」

と回答する割合が少なくなっている。「生活リズム（早寝・早起き・朝ごはんなど）を整え

る」と回答した割合は、中央値以上群では90.3%であるのに対して、困窮度Ⅰ群では82.3%、

「（絵）本を読み聞かせる」と回答した割合は、中央値以上群では71.1%であるのに対して、

困窮度Ⅰ群では49.5%だった。 

朝食と夕食の頻度を比較すると、「必ず食べる」の割合が朝食の方が低く、その理由では

「子どもがお腹がすいていないと言う」の割合が高いという実態です。また、困窮度別に見

た朝食の頻度では、困窮度が厳しくなるにしたがって「必ず食べる」の割合が低くなる傾向

もあります。食生活の中でも一日の活力となる朝食を食べないことによる活動や思考への影

響が危惧されます。 
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回答者の将来への希望別に見たしつけ 

将来への希望別に子どもに対するしつけについて見ると、希望が持てないほど、子どもに

対してしていることの割合が少なくなっている。「生活リズム（早寝・早起き・朝ごはん

等）を整える」と回答した割合は、希望が持てる群では90.8%であるのに対して、希望が持

てない群では76.5%、「（絵）本を読み聞かせる」と回答した割合は、希望が持てる群では

71.6%であるのに対して、希望が持てない群では45.4%だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの基本的生活習慣やしつけは、家庭の状況（困窮度・保護者の思い等）から受け

る影響がたいへん大きいことが伺われます。 

生活リズムを整えたり、あいさつや言葉遣い、食事のマナー等を身に付けたりすること

は、乳幼児期（就学前）の子どもたちにとって大切な経験です。また、幼少期から絵本を

読み聞かせたり、家族で社会的なできごとを話したり、図書館や博物館などに出向くなど

文化的な活動に取り組んだりすることは、結果的には子どもの社会的関心を引き出し、小

学校就学後の学校へ向かう気持ちを高め、学習へのモチベーションになります。 

保護者と子どもがともに前向きに肯定的な自分づくりができる家庭教育支援を積極的に

展開することや、就学前施設においても多様な体験ができるように支援を検討することが

重要です。 
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（平成29年度全国学力・学習状況調査より） 

ア 自己肯定感 

自分にはよいところがあると思いますか。 

「平成29年度全国学力・学習状況調査」では、『自分にはよいところがあると思います

か』という問いに対して、『当てはまる』が、Ｈ26年度の数値からは高くなってはいる

が、『当てはまらない』の数値も高くなっている。 

自己に肯定的なイメージをもつことは、自分を大切にすることと同様に、他者も大切で

あることへの気付きにつながり、子どもの心身の成長に好循環をもたらすものである。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 対話的な学び 

自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の

組立てなど工夫して発表していたと思いますか。 

「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の肯定的な回答をしている大阪市の児

童が６割いるが、全国から見ると低い結果になっている。 

自分の考えを相手に伝わるように工夫して話すことは、学びを深め広めるとともに、社

会生活を営むうえで重要なことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全国学力・学習状況調査の結果から、「自己肯定感」や「対話的な学び」については、

全国平均に比べて低いという状況が伺われます。 

  心身の健やかな成長のための基本的生活習慣の形成や自己肯定感の育成、自分の考えを

もち表現すること等については、乳幼児期からの積み重ねが重要であり、家庭や就学前施

設、学校等、関係機関が連携して具体的に取り組むことが重要です。 

③ 全国学力・学習状況調査から見える子どもの状況 
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学校園現場へ教育改革の浸透を図る第２ステージのための計画として位置付ける「大阪市教育

振興基本計画」においては、子ども、保護者、地域の願いである「子どもが安心して成長できる安

全な社会（学校園・家庭・地域）の実現」と「心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学

力・体力の向上」の２つを「最重要目標」として定めています。そして、この「最重要目標」に向

けた第一歩が幼児教育における基礎教育であるとし、８つに分類した施策の最初に「全ての基礎

となる幼児教育の普及と質の向上」を位置付けています。 

 

（「大阪市教育振興基本計画-改革の第２ステージ-」平成 29 年３月 幼児教育関連箇所抜粋） 

 

 

(２) 大阪市の就学前教育の捉え方 

第２章 教育改革の推進 

 ３ 第２ステージに向けた改訂にあたっての「最重要目標」 

３－２ ２つの「最重要目標」を達成するために重点的に取り組むべき施策 

（１） 全ての基礎となる幼児教育の普及と質の向上  

２つの「最重要目標」の達成に向けた第一歩は幼児期における基礎教育であるとの認識のもと、

重点的に取り組むべき施策として８つに設けた分類の中で、「全ての基礎となる幼児教育の普及と

質の向上」を最初に位置付けることとします。  

 

（幼児期における社会性と規範意識の育成） 

  「生き抜く力」の土台には社会性の発達が必須です。そのためにも、乳児・幼児・小学生以降の

それぞれの発達に見合った時期に身に付けなければならないことがあります。人の資質には、乳幼

児期の環境を土台としてはぐくまれるものも多く、したがって早期から子どもの養育・教育環境を

整えていく必要があります。 

養育環境が幼児のその後に決定的な影響を与えることについては海外では多くの研究があり、そ

の一つは「アタッチメント（愛着）理論」と呼ばれるものです。乳幼児期に、養育者から不安や恐

れに対して安心感を与えられた経験を積み重ねることで、他者との信頼関係を築き、自分の存在を

肯定的にとらえ、安定した対人関係を結べるようになります。加えて、教育活動などに集中して取

り組むための準備状態にもつながります。 

子どもが、養育者以外の人との関係を形成していく機会でもある幼児教育は、その教育によって、

幼児がどのような成人に成長していくかを決める、大切な場になります。海外では、就学前教育が、

我慢強さや正直さなどの「非認知能力」を高め、また、それが将来の労働市場における成果にも影

響することが知られています。つまり、幼児期の子どもに質のよい教育をすることが、経済格差の

解消には最も効果的であるといえます。 

また、親や周囲の人が一貫性を持って子どもに接すると、子どもは安心して大人を信頼するよう

になります。大切なことは繰り返して伝えることも重要です。英国の小学校では、「親切にして助

けなさい」、「一生懸命働きなさい」などの６つの規範を、公立小学校の共通のゴールデンルール（黄

金律）として子どもたちに指導しています。 

小さい時から繰り返された言葉は大人になっても記憶に残ります。従来から、大阪市が教育振興

基本計画で挙げていた基本的モラル、「嘘をつかない」、「ルールを守る」（「法を破らない」）、「人に

親切にする」、「勉強する」の４つを子どもの頃に言われて、記憶に残っている人は、一つも言われ

ていなかった人よりも労働市場で高く評価されているという、調査結果（注１）もあります。 

今後も、「嘘をつかない」、「ルールを守る」（「法を破らない」）、「人に親切にする」、「勉強する」の

４つの規範を幼児教育の黄金律として活用していくことで、就学前教育に一貫性をもたらします。 

（注１）（出典）独立行政法人経済産業研究所「基本的モラルと社会的成功」（2014） 
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（幼児期における知性の基盤の育成） 

また、近年の科学的知見によれば、情緒的・社会的な「非認知能力」の発達のみならず、知的な

「認知能力」の発達にとっても、幼児期は一生を左右するほどの重要性を持っていることが分かっ

てきました。最新の脳科学研究では、認知の発達や学習のための感受性が豊かな時期は、４歳以前

に集中している部分が大きいともいわれます。良質の幼児教育を受け、学習意欲と読み書きの基礎

が培われた子どもには、学びがさらなる学びを促す好循環が見られるとされ、就学前、学校、大学、

成人の各段階の教育の投資効果を比べると、就学前教育が最も高いとの経済学者による研究結果が

あります。 

我が国で見られる「知育は小学校に入学してから」という認識では、近年の科学的知見に基づく

世界的な趨勢(すうせい)に後れを取ります。国際的には、幼児教育・保育において、言語・数その他

の「認知能力」を刺激するためには、構造化されたカリキュラムに基づく学習活動のデザインが必

要であるとの認識が一般的になっています。海外の知見によれば、良質の幼児教育は、大人による

意図的な学習への誘導と子どもの自主的な活動の組合せから成る学習活動が設計されているとされ

ます。義務教育以降の学力向上に向け、幼児教育における知性の涵養(かんよう)が大切なのです。 

ただし、小学校教育の内容を先取りする早期教育や抽象的な概念だけを使って知識の詰め込みに

終始するのではなく、具体的な事物や実体験と言語及び数を含む概念との関連性を持たせた学習活

動を展開することが肝要です。幼児期にふさわしい知育を生活に組み入れることが大切なのです。

幼児間の言語コミュニケーションも重要ですが、幼児期における大人（保護者、保育者等）との言

語コミュニケーション環境が、その後の基礎学力獲得にとって決定的に重要であることが分かって

います。貧困問題や格差問題との関連では、家庭における言語コミュニケーション環境の差が学業

達成の差をもたらす一因となる一方、幼児教育・保育がその格差を縮小する方向で機能し得るとの

研究成果があります。 

さらに、幼児期は、運動機能が急速に発達し、多様な動きを身に付けやすい時期であるといわれ

ています。体を動かす遊び等によって体力・健康の基礎を培うことが極めて重要です。以上の認識

のもと、幼児期の規範意識の育成、幼児教育カリキュラムの浸透と実践に加え、幼児教育・保育に

関する研修、研究等の機能等を集約した大阪市保育・幼児教育センターの設置を進めるなど、本市

の幼児教育の質を保証し向上させる環境を整備していきます。 

 

・幼児教育カリキュラムの浸透と実践   

幼児期に基本的な生活習慣と道徳性の芽生えを培い、規範意識を育てることを重点に、 

 幼児教育において普遍的な規範を明確化し、知・徳・体をバランスよくはぐくむことを重視した「就

学前教育カリキュラム」を幼稚園と保育所が合同で研究・開発しました。同カリキュラムにおいて

は、幼稚園教諭・保育士（以下、両者を合わせて「指導者」という。）の意図的な教育的働きかけに

よる幼児の学習への誘導を重視し、知性、道徳心・社会性、体力の基礎 を培うため、幼児に適した

学習活動を設計（デザイン）しています。 公私立の幼稚園、保育所、認定こども園等就学前施設へ

の「就学前教育カリキュラム」の一層の周知と浸透のため、新規採用指導者の研修を含む研修会等

の充実を図るとともに、「知」（聞く、話す、数量、図形、空間認識など）や「徳」（思いやりの心、

社会生活のルールを守る心、命の大切さを感じる心など）、「体」（運動、基本的な生活習慣など）を

育てる実践を普及します。また、パイロット園所での実践研究の成果を市内の就学前施設に発信す

るとともに、さらなる課題改善のため「就学前教育カリキュラム」の改訂を行い、幼児教育の 質の

向上に取り組んでいきます。  

 

教育委員会事務局及びこども青少年局が取り組む内容 

・「就学前教育カリキュラム」の研修会等の周知と推進及び改訂 

学校及び就学前施設が取り組む内容  

・「就学前教育カリキュラム」の実践及び教育内容の発信 

・「就学前教育カリキュラム」や子どもの育ちについての保護者アンケート等の実施 
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本市が持つさまざまな社会教育施設（図書館、博物館施設等）においては、幼児教育をはじめと

する、子どもの教育に資する事業を実施しています。家庭・幼稚園・保育所等では得難い、情操教

育・体験学習が可能な、これらの社会教育資源を活用することにより、幼児教育の一層の充実に寄

与していきます。 

 

教育委員会事務局が取り組む内容 

・キッズプラザ大阪における遊体験を通じた学習 

学校及び就学前施設が取り組む内容  

・社会教育施設等を活用した情操教育・体験学習の実施 

 

・公私立の幼稚園、保育所、認定こども園等就学前施設における読書活動の推進 

読書は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かなものにしていくうえ

で欠くことのできないものです。乳幼児期から読書に親しむことができるよう、幼稚園・保育所・

子育て支援施設等（全 388 施設）への配本（各施設に年１回４か月）を行っています。今後は、市

立図書館からの配本の回数を増やし読書環境の整備を支援していきます。 

 

教育委員会事務局が取り組む内容 

・乳幼児期の読書環境整備事業（図書購入、読書活動支援ボランティア養成講座の開催） 

・ブックスタート事業への協力など子育て支援施設・保健福祉センター等との連携 

・読書活動推進ボランティアとの連携・協力 

 

・大阪市保育・幼児教育センターの設置 

乳幼児期の教育の重要性についての認識が高まっており、幼児期の学校教育や保育・地域の

子育て支援の量の拡充や質の向上を進めるために、平成 27（2015）年度から子ども・子育て支

援新制度が施行されました。本市においては、28（2016）年度から５歳児の無償化を実施して

おり、無償化の前提として幼児教育・保育の質の向上を図るため、幼児教育・保育に関する研

修・研究等の機能を集約し、「評価・情報提供機能」「カリキュラム開発支援機能」「教職員資質

向上支援機能」の３機能を担うセンターを設置し、幼稚園・保育所・認定こども園等就学前施

設における幼児教育・保育の充実に向けた取組を幼児教育・保育関係団体等と連携・協力して

行っていきます。 

 

教育委員会事務局及びこども青少年局が取り組む内容 

・大阪市保育・幼児教育センターの設置 
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平成 25 年３月に改訂した「大阪市教育振興基本計画」では、基本的な目標としての「めざすべ

き目標」と、その達成に向けて教育に携わる全ての人々が共有すべき「基本となる考え方」をあげ

ました。平成 29年 3月改定の「大阪市教育振興基本計画 －改革の第２ステージ－」においても、

大阪市教育行政基本条例の前文に基づく、この「めざすべき目標像」と「基本となる考え方」を継

続し、次のように示しています。 

  

 

（「大阪市教育振興基本計画-改革の第２ステージ-」平成 29 年 3 月 基本的な目標より） 

  

幼児期は、本市の「めざすべき目標像」に迫るための第一歩にあたり、生涯にわたり自己実現を

めざし、社会の一員として生きていくための道徳心・社会性、知性や体力の基礎を培う重要な時

期であり、この時期にこそ全ての子どもたちが家庭の経済状況にかかわらず、質の高い教育を受

けることが必要です。また、本市の子どもの現状から見られる基本的生活習慣の育成や自己肯定

感の育成、対話的な学びの育成等についても、幼児期からの取組が重要であると考えます。 

  「大阪市教育振興基本計画－改革の第２ステージ－」（Ｐ.７～９参照）では、幼児教育を「全て

の基礎」とし、幼児期に取り組む施策として、安心感と信頼関係に支えられた環境のもとでの社

会性と規範意識の育成、幼児期における知性の基盤の育成、体を動かす遊び等による体力・健康

の基礎の育成等があげられています。 

そのために、「就学前教育カリキュラム」の浸透と実践を通して、「知・徳・体」をバランスよく

育み、子どもたちの生きる力の基礎の育成に努めます。             

 （３） 大阪市のめざす就学前教育 

めざすべき目標像 

全ての子どもたちが学力を身に付けながら健やかに成長し、自立した個人として自己を確

立し、他者とともに次代の社会を担うようになることをめざします。 

そのために、社会が多様化し激しく変化する中で、国際化の進展や未曾有の災害の発生等

に立ち向かう「生き抜く力」を備え、未来を切り拓く心豊かな子どもたちをはぐくむように

します。 

 

基本となる考え方 

①  個人としての尊厳を重んじ、その意見を尊重するとともに、自由と規範意識、権利と

義務を重んじ、自己の判断と責任で道を切り拓き、真理と正義を求め、公共の精神を尊

び、豊かな人間性と創造性を備え、グローバル化が進む国際社会においても力強く「生

き抜く力」を備えた子どもたちをはぐくむこと 

②  子どもたちが、我が国と郷土の伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた国と、

自らが育ったこの大阪を愛し、大阪にふさわしい新しい文化の創造をめざすようになる

こと 

１ 

大
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平成 25 年３月に大阪市教育振興基本計画が改訂され、打ち出された改革の５つの方向性（「カ

リキュラム改革」「グローバル化改革」「マネジメント改革」「ガバナンス改革」「学校サポート改

革」の中の「カリキュラム改革」）の中で、幼児教育の充実が取り上げられました。〔【資料１】参

照 Ｐ135〕その中で「基本的な生活習慣と道徳性の芽生えを培い、規範意識を育てることを重点

に、幼児教育において、普遍的な規範を明確化して繰り返し指導することや、知・徳・体をバラン

スよく育むことを重視したカリキュラムを幼稚園と保育所が合同で研究・開発する」ことが示さ

れました。 

また、カリキュラムを編成するにあたり、大阪市教育委員会では「幼児教育の改革のための基

本的な考え方」〔【資料２】参照 Ｐ136〕を策定するとともに、大阪市幼保合同研究協議会を設置

し、幼稚園、保育所において試行・検証を通して、０歳児から５歳児の就学前教育のあり方につい

て今後のモデルとなるプランとして、「就学前教育カリキュラム」を平成 27 年３月に策定しまし

た。 

この「就学前教育カリキュラム」では、子どもたちの育ちやそれを促す環境を含めた指導者・保

育者の教育的意図をもった働きかけを明確にするとともに、知・徳・体の視点で日々の教育・保育

を捉えて、バランスよく総合的に育むことを重視することにしました。 

  編成にあたっては、教育基本法や学校教育法等関係法令を遵守するとともに、幼稚園教育要領

や保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づき、乳幼児期の発達特性を十

分に考慮し環境を通して行う教育であること、乳幼児が主体となって活動することに留意しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

今回の改訂においても、この２つの考え方を継承しています。 

 

 

 

 

変化の激しいこれからの社会をたくましく、そして心豊かに生きていくためには、確かな学力、

豊かな心、健やかな体の「知・徳・体」をバランスよく育てることが大切です。幼稚園教育要領の

総則においても、「幼稚園においては、生きる力の基礎を育むため（中略）次にあげる資質・能力

を一体的に育むように努めるものとする。」とされ、生きる力の基礎を育むことが記載されていま

す。「知・徳・体」のバランスのとれた力（「生きる力」）を育むことは、小学校以降の教科学習等

を含め、生涯につながる学びの目標であり、校園種間や時代を越えて大切にしなければならない

視点です。 

  

２ 就学前教育カリキュラムの考え方 

 
（1）就学前教育カリキュラムの特徴 

・「知・徳・体」をバランスよく総合的に育む 

・教育的意図をもった働きかけを明確にする 

「知・徳・体」をバランスよく総合的に育む 

２ 
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また、乳幼児期の子どもたちは、主体的に人や物、自然等の周囲の環境に関わりながら、生

活の中で関連付けて必要な力を身に付けていきます。また、心身の発達は、それぞれが独立して

発達するものではなく、関連し合うことにより培われていきます。乳幼児期における「知・徳・

体」の内容は、その発達の特性を捉え、生活や遊びの中で総合的に育んでいくことが必要です。 

さらに、乳幼児期は、信頼のおける人（保護者や指導者・保育者）への依存があり、安心・安

定した心身のもとで初めて心が開き、自分自身で取り組む姿勢（自立する姿）を見せます。指導

者・保育者の働きかけは、このような乳幼児期の発達の特性を踏まえて実践することが大切で

す。 

そこで、「就学前教育カリキュラム」では、各歳児のカリキュラムの最初のページに、＜指導

上大切にしたいこと＞として、発達に即し詳しく記載しています。 

 

 【子どもの育ちを「５つの領域」と「知・徳・体」の両面から捉える】 

「就学前教育カリキュラム」は、上に記載したように「知・徳・体」の視点で子どもたち 

の育ちや働きかけ等を整理しています。５つの領域「健康・人間関係・環境・言葉・表現」での

実践を基本としながら、更に「知・徳・体」の視点で、計画を見直し、実践を振り返ることで、

子どもたちの生活や遊びがより豊かになり、バランスよく育むことに繋がっていくと考えてい

ます。また、小学校以降の教育と視点の共有化も図られます。 

「就学前教育カリキュラム」では、５つの領域のねらいや内容を実践する際に、子どもたち

の育ちの中で、それぞれの時期に必要な指導者・保育者の役割を「知・徳・体」の側面から明ら

かにすることにしました。そして、子どもたちの育ちの過程、生活や遊びのねらいや内容に応

じた指導者・保育者の教育的意図をもった働きかけ等をラーニングデザインとして示していま

す。 

各就学前施設においては、長期・短期の保育計画・指導計画の作成や、日々の実践の振り返り

の際に、「就学前教育カリキュラム」を基に「知・徳・体」の視点から見直しを行い、自園自所

の教育・保育のさらなる充実・推進に活用していただければと考えています。 

 

 

   

乳幼児期の子どもたちは、指導者・保育者や友達など身近な人々との信頼関係の中で、心を 

安定させながら、周囲の環境に心を動かし、遊びながら多くのことを学んでいきます。学習し 

ようという自覚のない中で、楽しいことや好きなことに集中しながら、「なんだろう」「おもし 

ろいな」「やってみよう」と心を動かして、様々な学びに向かっています。 

 指導者・保育者は、乳幼児の主体性を尊重し、見守り援助することが大切です。子どもたちに全

てを委ねた遊びや自然に任せた発達ではなく、指導者・保育者が乳幼児期の子どもたちの発達や

一人ひとりの成長の状況を理解したうえで、ねらいをしっかりもち、子どもたちが主体的に関わ

ろうとする環境づくりや言葉がけ等を工夫することが何より大切です。子どもたちの「自発的な

活動としての遊びを生み出すために必要な環境を整え、一人ひとりの資質・能力を育んでいく」

というねらいをもった実践を重ねることが大切です。 

そこで、「就学前教育カリキュラム」では、環境づくりや言葉がけ等を含め、子どもたちが自ら

関心をもって取り組むための指導者・保育者の働きかけを「教育的意図をもった働きかけ」とし

て具体的に表しました。 

  

「教育的意図をもった働きかけ」を明確にする 
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平成 29 年３月、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領が

改訂（改定）され、保幼こ小中高すべての教育を通して「育みたい資質・能力」、（いわゆる３つの

柱）が共通設定されました。さらに、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（いわゆる 10 の姿）

が明確化され、就学前教育と小学校教育の接続が一層重視されています。 

また、保育所保育指針では、３歳未満児の保育の充実が唱えられました。同年３月、大阪市教育

振興基本計画が改訂され、設定された２つの最重要目標を達成するために、重点的に取り組む施

策の筆頭に「全ての基礎となる幼児教育の普及と質の向上」があげられています。一方では、平成

27 年策定の「就学前教育カリキュラム」の実践から、０歳児～２歳児のカリキュラムの充実、「徳」

の実践事例の充実、「ラーニングデザイン」の「教育的意図をもった働きかけ」における観点（「徳」）

の見直し、就学前教育における「評価」の捉え方の共有の必要性等についての課題も見えてきま

した。 

そこで、以下の３点をポイントにして改訂しました。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

０歳児から２歳児までは、自分の意思で体を動かし、探索活動が活発になっていく時期で、心

身両面において、短期間に著しい発育・発達が見られる時期です。また、この時期の子どもが、生

活や遊びの様々な場面で主体的に周囲の人や物に興味をもち、直接関わっていこうとする姿は『学

びの芽生え』といえるものであり、生涯の学びの出発点です。 

この改訂では、生活や遊びを通して、「身近な人と気持ちが通じ合う」「身近なものと関わり感

性が育つ」「健やかに伸び伸びと育つ」の３つの視点を踏まえ、０歳児から２歳児の育ちを月齢で

表したカリキュラムにしました。 

 

０.１歳児 

０歳児は一人ひとりの子どもの生育歴・心身の発達・活動の実態等に即して個別的な計画を作

成する必要があると考え、３か月ごとの区切りでカリキュラムを作成しました。子どもの育ちは

発達過程ではなく「発達のめやす」とし、あくまでも発達の順序性・連続性を踏まえた「めやす」

を表記しました。 

 １歳児での教育的意図をもった働きかけは、子どもの育ちに対しての働きかけということを前

提に、「受容的・応答的な関わりのもとに」ということを意識し作成しています。発達には個人差

があるので、この月齢でこの姿になっていなければならないということではなく、あくまでもめ

やすとして捉え、焦らずゆったりと関わるということを大切にしています。 

 

（２）就学前教育カリキュラムの改訂のポイント 

０.１.２歳児の教育・保育の充実 

・０.１.２歳児の教育・保育の充実 

・安全教育や防災・減災教育等により、安全を守る力の育成 

・小学校教育への接続 

２ 
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